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これからの国語教育と国語科総合単元学習 (2001 年）

はじめに
神戸大学の教員としては今年で最後になるとい

うことでの講演依頼かと思いますので、 神戸大学
附属住吉小学校中学校との共同研究の一つの中仕
切として、 私事もからめながら報告したいと思い
ます。

ー これからの国語教育と国語科
これからの国語教育については、 大きく三つの

方向が考えられます。
① 教育として一学習者中心＝学び手を育てる。

学習者を中心にして、 子どもの伸びようとする
方向に学ぶ力をつけていくというところにこれか
らの教育・国語教育があると思います。
②内容として一言語活動力を育てることを通しな
がら、 子どもの言語文化を高めていく。

言語活動にこだわることはよいことですが、 昨
今の実践は横I•こ広がるだけで深まらないという傾
向が見えてきています。 それに対して、 言語活動
の質を高めていくのは、 子どもの内側にある言語
文化を高めていくことではないか。 外側にある言
語文化（古典など）とぶつからせることで、 子ども
の心を育てていくことがこれからの内容だと考え
ます。
② 方法として一言語活動の場を設定する。

本を選ぶ力を育てるために、 読書案内や文献リ
ストを子どもの前に用意し、 どの本を読みたいか
を選んでいくというような問題解決的な活動をい
っそう進めていくべきです。

問題解決的な活動とは、 国語科の場合では、
①問題発見（自分で問題を発見する）
②探求活動（調べるなどの学習活動）
③表現（「読布に開く」という終わり方も）
の三段階となるのが望ましい。 この三つの過程を
国語科にも取り入れていくことがこれからの課題
になります。
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二 附属住吉小学校・中学校総合単元学習の歩み
この総合単元学習研究会は一 九八四年の十一月

に開かれています。 その時に、 「言葉と心を育て
る総合単元学習」という冊子を作っています。 そ
の第一回に書いたのが、 「単元学習小論l」(『総
合単元学習』附属住吉中学校国語科一 九八五•一

ー・ニ八）です。 そこには、 「言葉を使いこなす言
語生活者を育てることが私たぢの目標である」と
書いてあります。 すでにこの時期から、 言語文化
にふれて心を高めていく人間を育てたい。」とい
うことも考えています。 文学作品を丁寧に続んで
いくという過程を入れていきたい、 とも考えてい
ます。

その時考えていたのは、 「できるだけ学習を生
活の実際に近づけていくことをしていきたい。 」
ということであり、 学習が生活から離れた座学に
なっていて、 暗記だけでは本当の学習ではないの
ではないのか、 という心配を持って、 「生活に近
づけていく」ということを強調しています。

言語生活の聞く・話す•読む・書くの四領域の
活動能力と領域を系統的に楕造化して、 領域別に
教えた方が指森効果も高いと考えられる、 とこの
ときはしています。 このあたりはやや幼稚です。
学力については、 テストには役立っても卒業する
となくなるような、 芦田恵之助のいう「剥落する
学力」をつけるだけではいけない。 どうやったら
身につくかを考え始めています。

神戸大学の学生も入学の時は英単語を五千語く
らい覚えていても、 五月ころには全部忘れた、 と
言います。 試験が終わったら忘れる、 という学力
は本当の学力とはいえない。 身につく学力は経験
を通して身につけるものではないか、 というのが
考えていたことです。 総合というのにはそういう
意味合いをこめていたわけです。

経験主義の単元学習は、 指導要領は一 九四七年
十二月に発表され、 伝達講習会が行われて広がる
















